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仕事に従事した期間は、1914 年に岩手県師範学校を 21 歳




















Keywords:  Oikawa Zenzo, Homespun works, Craftsperson 
           及川全三，ホームスパン，工芸家 
菊池直子 
ホームスパン作家・及川全三の足跡をたどって 

























































































































































































Bulletin of Morioka Junior College Iwate Prefectural University, No.23 
 
- 3 - 
3. 慶應義塾幼稚舎の教員 
『稿本 慶應義塾幼稚舎史』14)によると、及川は小学校・
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ても注文していたという。33) 表 2 は、及川の和染紙を表
紙に用いた雑誌『工藝』の号数、並びに染料や媒染剤を示
している。 

















































































































































































































































































































































































































































































































資料4  「植物染について」より (1) 
 
工藝 発行年月 ＊染料（媒染）
79号 1937(昭12)年  9月  車輪梅（石灰）
83号 1938(昭13)年  1月  山躅躑（鉄）
87号 1938(昭13)年  4月  蘇枋（明礬）
88号 1938(昭13)年  5月  楊梅（明礬）
93号 1939(昭14)年  2月  楊梅（明礬）
94号 1939(昭14)年  3月  藍
97号 1939(昭14)年  6月  阿仙藥（重クロム酸カリ）
99号 1939(昭14)年10月  藍に刈安（鉄）または楊梅（明礬）の上掛
102号 1940(昭15)年  3月  刈安（鉄）
103号 1940(昭15)年10月  山躅躑（明礬）
＊及川著『和染和紙』に収録された和染紙の見本を参照し著者が推定
表2  及川の和染紙を表紙に用いた雑誌『工藝』 
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7.  高村光太郎との繋がり 









9 月 24 日である。（下線は筆者） 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































資料6  『和染和紙』の「後記」より 
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ムスパンを依頼し、1949 年～1950 年に猟服、ズボン 2 本、
オーバーを誂えている。そのうちの猟服とズボン 1 本が
高村光太郎記念館（花巻市）に収蔵された。 



























及川は、1948 年に 55 歳で国画会工芸部の会員となり
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したり、1955 年に平泉・花巻で開催された「日本民藝協












































































































































































































































































































































































































































































































































資料9 『バーナード・リーチ 日本絵日記』より 
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図1  16歳頃の作品（花巻市博物館蔵） 
(1) (2) (3) 
(4) (5) (6) 
(7) (8) (9) 
図3 染手控（個人蔵） 









(3)染紙 (五,六) (4)染紙（七,八） (5)目次 （1枚目） 
図5  『和染和紙』（花巻市立東和図書館蔵） 
 
図6  『高村光太郎詩集』（花巻市立東和図書館蔵） 
 
図7  展示会場の及川全三（個人蔵） 
 
図8  及川の部屋着（岩手県立博物館蔵） 
 
図9  ジャケット、マフラー、部屋着（個人蔵） 
 
図10  スクラップ帖からの抜粋（東和ふるさと歴史資料館蔵） 
 
図11  作品や端裂の模様部分（岩手県立博物館蔵） 
 




図12  『裂見本』（東和ふるさと歴史資料館蔵） 
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短大部研究論集 第 16 号』（2014）19～24 
11) 菊池直子「及川全三の植物染色とホームスパン」『岩








14)『稿本 慶應義塾幼稚舎史』（慶應義塾幼稚舎 1965） 
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15) 前掲, 485-487 
16) 「及川全三氏を囲む会」は、1973（昭 48）年 12 月 11
日に日本橋三越において東京民芸協会主催で開催さ
れた。及川の語る内容は『民芸手帖』189 号（昭 49 年
2 月号）44-45 に掲載されている。掲載文中“走泥社”
は“草土社”の誤りのため本稿では改めている。 






















21) 前掲 8) 43～44 
22) 前掲 16) 
23) 柳宗悦「同人雜錄」『工藝』41 号（聚楽社 1934）75 
24) 及川全三『羊毛本染実驗覺書』（岩手縣教育會出版部
1936） 




27) 2011 年 10 月と 2015 年 11 月に筆者が野呂（糸賀）氏
に聞き取り調査を実施した折、塩素処理の条件、手順
等を確認した。 
28) 及川全三「植物染について」『日本民藝』第 4 号（日









30) 前掲 10) 23 
31) 柳宗悦『工藝』73 号（日本民藝協会 1937）77 
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福田は、柳の紹介により 1943 年から約 13 年間、及
川の内弟子を務めた人物である。独立後は、1958 年
から戦争未亡人の授産施設である婦人共同作業所
（1958 年 6 月「あかね会」と命名、翌 7 月「みちの
くあかね会」と改名）でホームスパンの技術指導を担
当した。 





37) 前掲 12) 
38) 『高村光太郎全集第二十卷』（筑摩書房 1996）295 
























42) 『高村光太郎全集第二十一卷』（筑摩書房 1996）365 
43) 戸来幸子（北海道出身）は、太田村山口に暮らす親族
の定見宅に移り住み、祖母・駿河かるからホームスパ






44) 前掲 41)  238 
45) 前掲 
46) 草野心平編『高村光太郎詩集』（鎌倉書房 1947） 
47) 『高村光太郎全集第十五卷増補版』（筑摩書房 1995）
220～221 















「7 月 30 日松本市栄町県繊維工業試験場で染色
夏期大学を開催（松本の織物工人 20 名余、女子
美大学生 20 名を招く）。柳、柳悦孝、及川全三、
三代澤を講師に 15 日間の講習会を開く。」 
なお、「柳」は柳宗悦を指す。 
























55) 前掲 13) 
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60) 前掲 20） 
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 及川全三に関する調査をすすめるにあたり、2011～
2019 年にわたって度々の取材と実地調査にご協力いただ
きました野呂淑子氏と及川惠美子氏に心から感謝いたし
ます。2015 年の花巻市博物館特別展「観じる民藝展」を
機に、終始ご支援くださり、貴重な資料をご提供くださっ
た花巻市総合文化財センターの佐藤幸泰氏に深く感謝い
たします。花巻市立東和図書館長の菊池桂氏には及川の
蔵書に関する貴重な情報をご提供いただきました。心か
ら感謝いたします。花巻市博物館ならびに岩手県立博物
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きました。深く感謝いたします。また、木のボタン等、当
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ら感謝いたします。高村光太郎の猟服とズボンの実地調
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氏にご協力いただきました。深く感謝いたします。そして、
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を 2018 年に見せてくださった寺村祐子先生に心から感謝
いたします。 
